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アラスカのツンドラー北方林帯土壌における地化学性と有機炭素の関係

Relationship between geochemical properties and organic carbon in

soil from tundra to boreal forest across Alaska
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　陸域土壌は土壌有機物として炭素を多分に含んでおり、地球上の炭素循環に重大な影響を与えうるコン

パートメントの一つである。高緯度にあるツンドラおよび北方林の生態系は、低緯度にある他の生態系に比

べ、植物よりも土壌に多くの炭素を蓄積している。アラスカ北部では、土壌の酸性度に多様性があり、その多

様性が系内の植生や土壌の生化学性などと大きく関連することが知られている。しかしながら、そうした土壌

の酸性度が土壌の有機炭素とどう関連するかについてはなお不明な点が多い。本研究では、基岩の風化に関連

した地化学性の変化にともない土壌有機炭素が変化することが明らかとなったので、これを報告する。土壌

を、北極海岸近くから内陸アラスカまでの南北600kmに及ぶツンドラー北方林帯の12サイトで採取し、これ

を化学分析して比較した。その結果、鉱質土壌は低いpHの土壌ほど交換態陽イオンが少なく、アルミニウムや

鉄の鉱物が多い傾向にあり、風化とそれに伴う陽イオン溶脱ならびにアルミニウムや鉄の残存がこれらの生態

系土壌の地化学的な違いをもたらしていると考えられた。土壌に吸着した炭素は、土壌中のアルミニウ

ム、鉄、pH、全炭素と相関があり、また全炭素の30-55%を占めていた。このことは、アラスカの生態系にお

ける土壌炭素蓄積は風化に関連した地化学特性の変化、特に増加する吸着性有機炭素に影響を受けていること

を示唆する。このようなことは、土壌の有機物吸着テストによっても支持され、非酸性土壌よりも酸性土壌で

有機炭素吸着容量が大きかった。これらのことから、アラスカの北方生態系では、風化に関連した土壌の地化

学特性の変異は炭素動態やその関連する物質動態の地域特性に大きな影響を与えると考えられる。
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